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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第97期

第１四半期連結
累計期間

第98期
第１四半期連結
累計期間

第97期

会計期間
自2017年４月１日
至2017年６月30日

自2018年４月１日
至2018年６月30日

自2017年４月１日
至2018年３月31日

売上高 （百万円） 35,494 35,429 145,167

経常利益 （百万円） 1,222 490 4,436

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 850 776 3,450

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 25 △360 3,971

純資産 （百万円） 61,769 64,716 65,439

総資産 （百万円） 132,366 136,864 137,751

１株当たり四半期（当期）純利

益
（円） 32.91 30.00 133.40

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
（円） 32.59 29.68 131.94

自己資本比率 （％） 46.55 47.15 47.37

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．△印はマイナスを示しております。

４．第98期第１四半期連結会計期間の期首より、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準

第28号　平成30年２月16日）等を適用したため、第97期第１四半期連結累計期間及び第97期については、遡

及適用後の数値を記載しております。

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、個人消費の持ち直しや設備投資の緩やかな増加の動きがみら

れ、企業収益や雇用情勢が改善するなど、緩やかな回復基調が続いております。米国では景気は着実に回復が続いて

おり、アジアにおいては、中国の景気は持ち直しの動きがみられ、インドは内需を中心に景気が緩やかに拡大し、世

界の景気は緩やかに回復しております。

こうした中で、当社グループの売上高はアジアセグメントを中心に受注量は増加した一方、日本セグメントでは前

連結会計年度に行った連結子会社５社の決算期変更の影響及び北米市場向けの自動車輸出量が減少したことによる受

注量の減少等により減収となった結果、連結全体では前第１四半期連結累計期間と同程度となりました。利益面につ

いては、日本セグメントの減益影響により連結全体では営業利益は減益となりましたが、投資有価証券売却益の計上

もあり親会社株主に帰属する四半期純利益は前第１四半期連結累計期間と同程度に留まりました。

当社グループでは今期最終年度となる1618中期経営計画に基づく施策展開を着実に進めるとともに、生産性や収益

性の改善に努めてまいります。

この結果、当第１四半期連結累計期間の財政状態及び経営成績は以下のとおりとなりました。

 

①財政状態

（資産）

当第１四半期連結会計期間末の総資産は136,864百万円となり、前連結会計年度末に比べ887百万円の減少となり

ました。流動資産は42,613百万円で、前連結会計年度末に比べ111百万円の減少となり、その主な要因は、現金及び

預金が1,186百万円、たな卸資産が563百万円増加した一方、売上債権が2,039百万円減少したことによるものです。

固定資産は94,250百万円で、前連結会計年度末に比べ776百万円の減少となり、その主な要因は、有形固定資産の減

少1,122百万円によるものです。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末の負債は72,148百万円となり、前連結会計年度末に比べ164百万円の減少となりまし

た。流動負債は48,305百万円で、前連結会計年度末に比べ671百万円の減少となり、その主な要因は、1年内返済予

定の長期借入金が620百万円、賞与引当金が700百万円、流動負債その他に含まれている未払建設金が517百万円増加

した一方、仕入債務が677百万円及び短期借入金が1,939百万円減少したことによるものです。固定負債は23,843百

万円となり、前連結会計年度末に比べ506百万円の増加となり、その主な要因は、固定負債その他に含まれる長期繰

延税金負債が419百万円減少した一方、長期借入金が909百万円増加したことによるものです。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末の純資産は64,716百万円となり、前連結会計年度末に比べ723百万円の減少となりま

した。その主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益等により利益剰余金が413百万円増加した一方、為替換

算調整勘定が925百万円減少したことによるものです。

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末47.4％から47.1％となりました。

 

②経営成績

(売上高)

売上高は、引き続きアジアセグメントでの好調な受注増があった一方、日本セグメントにおいては、前連結会計

年度に行った連結子会社５社の決算期変更の影響及び北米市場向けの自動車輸出量が減少したことによる受注量の

減少等により35,429百万円（前年同四半期比0.2％減）となりました。

(売上原価、販売費及び一般管理費、営業利益)

売上原価は、主に地金材料費や燃料費の増加等の影響から前第１四半期連結累計期間から849百万円増加し、

31,978百万円（前年同四半期比2.7％増）となりました。

販売費及び一般管理費は、前第１四半期連結累計期間から255百万円減少し、2,854百万円（前年同四半期比8.2％

減）となりました。

以上の結果、営業利益は596百万円（前年同四半期比52.5％減）となりました。
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(経常利益)

営業外収益は前第１四半期連結累計期間から２百万円減少し、154百万円（前年同四半期比1.4％減）となりまし

た。営業外費用は前第１四半期連結累計期間から70百万円増加し、260百万円（前年同四半期比37.1％増）となりま

した。これは主に為替差損が87百万円発生したことによるものです。

以上の結果、経常利益は490百万円（前年同四半期比59.8％減）となりました。

(特別利益)

特別利益は前第１四半期連結累計期間から261百万円増加し、318百万円（前年同四半期比452.4％増）となりまし

た。これは主に投資有価証券売却益301百万円が発生したことによるものです。

(特別損失)

特別損失は前第１四半期連結累計期間から18百万円減少し、186百万円（前年同四半期比9.1％減）となりまし

た。

(親会社株主に帰属する四半期純利益)

当第１四半期連結累計期間の親会社株主に帰属する四半期純利益は776百万円（前年同四半期比8.8％減）となり

ました。以上の結果、当第１四半期連結累計期間における１株当たり四半期純利益は30円00銭（前年同四半期は１

株当たり四半期純利益32円91銭）となりました。

(EBITDA)

当第１四半期連結累計期間のEBITDA（営業利益＋減価償却費）は4,386百万円（前年同四半期比11.5％減）となり

ました。

 

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

(ダイカスト事業　日本)

日本自動車市場では、国内販売は昨年比で概ね横ばいの推移となっておりますが、北米での乗用車需要の減少に

より、当社主要顧客である自動車メーカーにおける輸出向け生産の一部が減少しております。これにより当社受注

量も前年同四半期に比べて減少し、売上高は16,242百万円（前年同四半期比3.6％減）となりました。収益面におい

ては、64百万円（前年同四半期はセグメント利益404百万円）のセグメント損失となりました。

 

（ダイカスト事業　北米）

北米自動車市場は、主要顧客である自動車メーカーの販売がピークアウトを迎える中、乗用車がシェアを縮小す

る一方で、小型トラックのシェア拡大が顕著となっています。当社米国工場においても、小型トラック搭載部品の

受注量は好調ですが、昨年の一部部品の生産終了の影響から前年同四半期に比べ受注は減少しました。引き続き当

社では改善プロジェクト活動により生産性回復を図っております。一方のメキシコでは、新規部品の量産本格化に

より受注量が増加しました。この結果、北米セグメントでの売上高は10,489百万円（前年同四半期比0.4％増）とな

り、セグメント利益は390百万円（前年同四半期比2.5％増）となりました。

 

（ダイカスト事業　アジア）

中国では、主要顧客である日系自動車メーカーにおいて、SUVを中心とした販売拡大が続いており、当社において

も関連部品の受注が好調に推移しております。またインドでも、自動車市場の拡大が続いている中で、当社の受注

量も増加しております。こうした受注増の影響に加え、両国でのアルミ地金市況上昇を受け、アジアでの売上高は

7,220百万円（前年同四半期比8.5％増)となりました。一方でセグメント利益は顧客からのコストダウン協力等の影

響を受け322百万円（前年同四半期比11.4％減）となりました。

（アルミニウム事業）

アルミニウム事業においては、販売量は前年同四半期に比べ減少しましたが、アルミ地金市況の影響により売上

高は1,186百万円（前年同四半期比7.2％増）となりました。収益面においては原価低減活動を推進しております

が、原材料上昇の影響により原価高となり、セグメント利益は25百万円（前年同四半期期比54.6％減）となりまし

た。

（完成品事業）

完成品事業においては、主要販売先である半導体関連企業のクリーンルーム物件や通信会社のデータセンター向

け物件等において一部工事が第２四半期にずれ込んだ影響もあり、売上高は289百万円（前年同四半期比33.4％減）

となりました。収益面においては、工事の時期ズレによる影響等により、セグメント損失は15百万円（前年同四半

期はセグメント利益53百万円）となりました。
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(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、134百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

（4）経営成績に重要な影響を与える要因について

当社グループの主要事業であるダイカスト事業を取り巻く全世界の自動車需要については、今後も中国・新興国

を中心に成長が続くと予測されております。一方で環境規制が各国・地域で強化されていくため、ハイブリッド車

やプラグインハイブリッド車が増加し、更には電気自動車や燃料電池車という全く内燃機関を使わない車へのシフ

トも予測されますが、電池の蓄電能力や大きさと価格の改善、充電時間や充電インフラの整備、燃料電池車では価

格に加えて水素ステーションのインフラ整備など課題は多く、少なくとも2030年頃までは従来型とハイブリッド車

やプラグインハイブリッド車などの内燃系エンジン搭載車も引き続き需要の拡大が見込まれます。

しかしながら、長期的にはエネルギーの電気シフトは必至と考えられ、小型化や車体構造の変更の他、軽量化材

料への転換が進むものと考えられておりますが、当社グループでは軽量でリサイクル性に優れ、設計自由度や生産

性に優れるアルミダイカストが車の軽量化分野で大きく貢献できると考えております。

また、エンジンやトランスミッション以外の車体や足回りなどの軽量化ニーズにも応えるために、2017年１月か

ら専門チームを立ち上げ営業活動と市場調査を開始しており、顧客の求める軽量化対象部品やその要求機能を理解

し、それらに対応するものづくり力の強化に繋げ、当社グループの専門分野の拡大と将来の需要構造変化への準備

を進めてまいります。

 

（5）資本の財源及び資金の流動性についての分析

①資金需要及び財務政策

当社グループの資金需要のうち主なものは、運転資金及び事業拡大のための設備投資資金、配当金の支払等であ

ります。これらの資金需要に対して当社グループでは、主として金融機関からの借入金と自己資金(手元資金と営業

活動によって獲得した資金)により事業活動に必要な運転資金や将来の設備投資等に向けた充分な資金を確保してお

ります。

資金調達手段としては、金融機関からの短期借入金、長期借入金で行っており、短期借入金については、月次の

売上高の２分の１程度を運転資金として借入を行っております。長期借入金については、設備投資に３年～５年の

借入期間で調達を行っております。また、短期借入金については、月次の資金繰り状況に応じ当座借越限度額の範

囲内で反復利用を行い、長期借入金については、新規調達を行う一方で約定計画に基づき返済を行っております。

 

②資金の流動性

当社及び国内連結子会社はＣＭＳ（キャッシュ・マネジメント・システム）を導入しており、国内のグループ内

資金を当社が一元管理しております。各グループ会社において創出したキャッシュ・フローを当社に集中すること

で資金の流動性を確保し、また、機動的かつ効率的にグループ内で配分することにより、金融負債の極小化を図っ

ており、余剰資金が生じた場合には有利子負債の返済に充てる方針であります。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

EDINET提出書類

株式会社アーレスティ(E01303)

四半期報告書

 5/17



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2018年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2018年８月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 26,027,720 26,076,717
東京証券取引所

市場第一部

株主としての権利内容
に制限のない、標準と
なる株式であり、単元
株式数は100株であり
ます。

計 26,027,720 26,076,717 － －

（注）2018年６月20日開催の取締役会決議に基づき、譲渡制限付株式報酬として、2018年７月19日付で新株式を48,997株

発行しております。

(2) 【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金残高
（百万円）

2018年４月１日～

2018年６月30日
－ 26,027 － 6,939 － 9,999

（注）2018年７月19日付で譲渡制限付株式報酬として、現物出資（金銭報酬債権50百万円）による新株式発行を行ったこ
とに伴い、発行済株式総数が48,997株、資本金及び資本準備金がそれぞれ25百万円増加しております。

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2018年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

2018年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

 

普通株式 160,300
 

－
株主としての権利内容に制
限のない、標準となる株式

完全議決権株式（その他）

 

普通株式 25,826,500
 

258,255 同上

単元未満株式

 

普通株式 40,920
 

－ 同上

発行済株式総数 26,027,720 － －

総株主の議決権 － 258,255 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄の普通株式には、株主名簿上は当社名義となっておりますが実質的に所有し

ていない株式が1,000株（議決権10個）及び証券保管振替機構名義の株式が100株（議決権１個）含まれておりま

す。なお、「議決権の数」欄には、実質的に所有していない株式に係る議決権の数10個が含まれておらず、同機

構名義の株式に係る議決権の数１個が含まれております。

②【自己株式等】

2018年６月30日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所
有株式数
（株）

他人名義所
有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己株式）
㈱アーレスティ

愛知県豊橋市三弥町中原１－２ 160,300 － 160,300 0.6

計 － 160,300 － 160,300 0.6

（注）上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが実質的に所有していない株式が1,000株あり、当該株式は

上記「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の「株式数」欄に含めておりますが、「議決権の数」欄に

は含めておりません。

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2018年４月１日から2018

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,630 3,817

受取手形及び売掛金 ※２ 24,783 ※２ 22,583

電子記録債権 2,902 3,061

商品及び製品 3,232 3,591

仕掛品 4,890 5,146

原材料及び貯蔵品 3,208 3,156

その他 1,090 1,257

貸倒引当金 △13 △1

流動資産合計 42,724 42,613

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 14,805 14,452

機械装置及び運搬具（純額） 43,778 42,921

土地 5,425 5,409

建設仮勘定 10,556 10,517

その他（純額） 8,317 8,458

有形固定資産合計 82,882 81,759

無形固定資産 1,786 1,985

投資その他の資産   

投資有価証券 8,266 7,942

その他 2,115 2,589

貸倒引当金 △24 △25

投資その他の資産合計 10,357 10,505

固定資産合計 95,026 94,250

資産合計 137,751 136,864

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 13,413 12,569

電子記録債務 7,882 8,048

短期借入金 5,307 3,368

1年内返済予定の長期借入金 10,109 10,729

未払法人税等 1,032 1,187

賞与引当金 2,157 2,858

役員賞与引当金 15 －

製品保証引当金 87 86

その他 8,971 9,455

流動負債合計 48,976 48,305

固定負債   

長期借入金 16,136 17,046

長期未払金 589 588

退職給付に係る負債 2,867 2,901

その他 3,743 3,306

固定負債合計 23,336 23,843

負債合計 72,312 72,148
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,939 6,939

資本剰余金 10,180 10,180

利益剰余金 40,272 40,686

自己株式 △238 △238

株主資本合計 57,153 57,567

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 4,335 4,112

為替換算調整勘定 4,168 3,243

退職給付に係る調整累計額 △406 △394

その他の包括利益累計額合計 8,098 6,961

新株予約権 187 187

純資産合計 65,439 64,716

負債純資産合計 137,751 136,864
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

売上高 35,494 35,429

売上原価 31,129 31,978

売上総利益 4,365 3,451

販売費及び一般管理費 3,110 2,854

営業利益 1,255 596

営業外収益   

受取利息 5 21

受取配当金 61 72

為替差益 30 －

スクラップ売却益 26 32

その他 33 28

営業外収益合計 156 154

営業外費用   

支払利息 177 160

為替差損 － 87

その他 12 12

営業外費用合計 189 260

経常利益 1,222 490

特別利益   

固定資産売却益 3 7

投資有価証券売却益 － 301

補助金収入 5 10

保険差益 48 －

特別利益合計 57 318

特別損失   

固定資産除売却損 42 33

製品保証費用 162 －

借入金繰上返済費用 － 152

特別損失合計 204 186

税金等調整前四半期純利益 1,075 623

法人税、住民税及び事業税 1,168 637

法人税等調整額 △943 △790

法人税等合計 224 △152

四半期純利益 850 776

親会社株主に帰属する四半期純利益 850 776
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

四半期純利益 850 776

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 109 △223

為替換算調整勘定 △948 △925

退職給付に係る調整額 14 11

その他の包括利益合計 △824 △1,136

四半期包括利益 25 △360

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 25 △360

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。

この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、同一納税主体の繰延税金資産と繰延税金負債は双方を

相殺して表示することから、「投資その他の資産」の「繰延税金資産」が251百万円増加しており、「流動資

産」の「繰延税金資産」が1,498百万円、「固定負債」の「繰延税金負債」が1,246百万円減少しております。以

上により、総資産が1,246百万円減少しております。

（四半期連結貸借対照表関係）

１．受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度
(2018年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日）

受取手形裏書譲渡高 1,250百万円 928百万円

 

※２．四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

　なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が

四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(2018年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日）

受取手形 96百万円 87百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年６月30日）

減価償却費 3,703百万円 3,789百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

2017年５月11日

取締役会決議
普通株式 310 利益剰余金 12 2017年３月31日 2017年５月29日

 
Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

2018年５月11日
取締役会決議

普通株式 362 利益剰余金 14 2018年３月31日 2018年６月４日
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

合計 ダイカスト事業 アルミニ

ウム事業

完成品

事業 日本 北米 アジア

売上高       

外部顧客への売上高 16,852 10,443 6,655 1,107 435 35,494

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,246 － 365 1,109 7 2,728

計 18,099 10,443 7,021 2,216 442 38,222

セグメント利益 404 381 364 56 53 1,259

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 1,259

セグメント間取引消去 △4

四半期連結損益計算書の営業利益 1,255

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

合計 ダイカスト事業 アルミニ

ウム事業

完成品

事業 日本 北米 アジア

売上高       

外部顧客への売上高 16,242 10,489 7,220 1,186 289 35,429

セグメント間の内部売上高

又は振替高
968 1 535 1,327 1 2,834

計 17,211 10,490 7,756 2,513 291 38,263

セグメント利益又はセグメント

損失（△）
△64 390 322 25 △15 659

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 659

セグメント間取引消去 △62

四半期連結損益計算書の営業利益 596

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年６月30日）

（1）１株当たり四半期純利益 32円91銭 30円00銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 850 776

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益（百万円）
850 776

普通株式の期中平均株式数（株） 25,848,678 25,867,356

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 32円59銭 29円68銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（百

万円）
－ －

普通株式増加数（株） 248,193 281,623

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

－ －

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　2018年５月11日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………362百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………14円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2018年６月４日

　（注）　2018年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 

 2018年８月９日

 

 

株式会社　アーレスティ  

取　締　役　会　御中  

 

 
有限責任監査法人　トーマツ  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 京嶋　 清兵衛 印  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 髙橋　 篤史 　印  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 鈴木　 健夫 　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アーレ
スティの2018年４月１日から2019年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2018年４月１日から2018
年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸
表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結
財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸
表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す
る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準
拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認
められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アーレスティ及び連結子会社の2018年６月30日現在の財
政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ
ての重要な点において認められなかった。

 
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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